
　

海
か
ら
昇
る
二
十
日
の
月
を
見
て
、
そ
の
昔
の
阿
倍
仲
麻
呂
の
故
事
を
思
い
出
す
。
阿
倍
仲
麻
呂
が
唐
で
別
れ
に
臨
ん
で
詠
ん
だ
歌
を
、
唐
土
の
人
も
聞
い
て
感

じ
入
っ
た
そ
う
だ
が
、
同
じ
月
の
光
に
よ
る
感
情
に
は
変
わ
り
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

段　

落

ペ　

ー　

ジ　

・　

行

段　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

意

第　

一

初
め
～

Ｐ
七
七
・
２
〈
出
だ
さ
ず
。〉

　

十
九
日
。
天
候
が
悪
く
、
船
を
出
さ
な
い
。

第　

二

Ｐ
七
七
・
３
〈
二
十
日
。〉
～

Ｐ
七
七
・
5
〈
寝
も
寝
ず
。〉

　

二
十
日
。
昨
日
同
様
、
船
を
出
さ
な
い
。
人
々
は
過
ぎ
る
日
々
を
数
え
、
嘆
き
、
寝
ら
れ
な
い
。

第　

三

Ｐ
七
七
・
6
〈
二
十
日
の
〉
～

終
わ
り

　

二
十
日
の
月
が
海
か
ら
上
が
る
の
を
見
て
、
阿
倍
仲
麻
呂
の
故
事
を
思
い
出
す
。
阿
倍
仲
麻
呂
は
唐
土
か

ら
帰
れ
な
か
っ
た
時
に
日
本
で
は
和
歌
を
詠
む
と
言
っ
て
、
和
歌
を
詠
ん
だ
。
そ
れ
に
唐
の
人
も
感
動
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
、
歌
を
詠
ん
だ
。
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要
旨

構
成 阿

倍
仲
麻
呂



①
十じ
ふ

九く

日に
ち

。　
②
日ひ　

悪あ

し
け
れ

形
シ
ク
・
已

　

ば
、

接
助
・
順
理　

船ふ
ね　

出い

だ
さ

サ
四
・
未
　

ず
。

打
消
・
終

③
二は

十つ

日か

。 
④
昨き
の
ふ日 

の格助
・
体
修  

や
う
な
れ

比
・
已

 

ば
、

接
助
・
順
理  

船ふ
ね 

出い

だ
さ

サ
四
・
未

 

ず
。

打
消
・
終  

⑤
み
な
人ひ
と

々び
と

、 

憂う
れ

へ
ハ
下
二
・
用  

嘆な
げ

く
。

カ
四
・
終  
⑥
苦く
る

し
く

形
シ
ク
・
用  

心こ
こ
ろも

と
な
け
れ

形
ク
・
已

 

ば
、

接
助
・
順
理  

た
だ

副

 

日ひ 

の格助
・
主
格  

経へハ
下
二
・
用  

ぬ
る

完
・
体  

数か
ず 

を
、

格
助
・
対
象  

今け

日ふ

幾い
く

日か

、
二は

十つ

日か

、
三み

十そ

日か 

と格助
・
引
用  

数か
ぞ

ふ
れ

ハ
下
二
・
已  

ば
、

接
助
・
順
理  

指お
よ
び 

も係助
・
同
類  

損そ
こ

な
は

ハ
四
・
未

 

れ受・
用  

ぬ強・
終  

べ
し
。

推
・
終

 
⑦
い
と

副
 

わ
び
し
。

形
シ
ク
・
終

 

⑧
夜よ
る 

は係助
・
区
別  

寝い 

も係助
・
強
意  

寝ねナ
下
二
・
未  

ず
。

打
消
・
終⑨

二は

十つ

日か 

の格助
・
体
修  

夜よ 

の格助
・
体
修  

月つ
き 
出い

で
ダ
下
二
・
用  

に完・
用  

け
り
。

詠
・
終

 

⑩
山や
ま

の
端は 

も係助
・
強
調  

な
く

形
ク
・
用  

て
、

接
助
・
単
接  

海う
み 

の格助
・
体
修  

中な
か 

よ
り

格
助
・
起
点  

ぞ係助
・
強
調（
係
）  

出い

で
来く

る
。

カ
変
・
体（
結
）

 

⑪
か
う
や
う
な
る

形
動
ナ
リ
・
体

 

を格助
・
対
象  

見みマ
上
一
・
用  

て接助
・
単
接  

や
、

係
助
・
疑
問（
係
）  

昔む
か
し、 

阿あ

倍べ
の

仲な
か

麻ま

呂ろ 
と格助

・
引
用  

言い

ひ
ハ
四
・
用  

け
る

過
・
体  

人ひ
と 

は
、

係
助
・
提
示  

唐も
ろ

土こ
し 

に格助
・
帰
着  

渡わ
た

り
ラ
四
・
用  

て
、

接
助
・
単
接  

帰か
へ

り
来き

カ
変
・
用

 

け
る

過
・
体  

と
き 
に
、

格
助
・
時
間  

船ふ
ね 

に格助
・
対
象  

乗の

る
ラ
四
・
終  

べ
き

当
・
体  

所と
こ
ろ 

に
て
、

格
助
・
場
所  

か代  

の格助
・
体
修  

国く
に

人ひ
と

、 

馬む
ま

の
は
な
む
け 
し
、

サ
変
・
用  

別わ
か

れ 

　
①
十
九
日
。
②
天
気
が
悪
い
の
で
、
船
を

出
さ
な
い
。

　
③
二
十
日
。
④
（
天
気
が
）
昨
日
と
同
じ

よ
う
で
あ
る
の
で
、
船
を
出
さ
な
い
。
⑤

皆
々
は
、
心
配
し
嘆
い
て
い
る
。
⑥
辛
く
不

安
な
の
で
、
た
だ
、
日
が
過
ぎ
る
数
を
、
今

日
で
何
日
、
二
十
日
、
三
十
日
と
数
え
る
と
、

（
数
が
多
す
ぎ
て
）
指
を
痛
め
て
し
ま
う
に

違
い
な
い
。
⑦
実
に
悲
し
い
。
⑧
夜
は
眠
れ

も
し
な
い
。

　

⑨
二
十
日
の
夜
の
月
が
出
た
こ
と
だ
。

⑩
（
こ
こ
は
都
と
違
い
）
山
の
端
も
な
く
て
、

（
な
ん
と
）
海
の
中
か
ら
出
て
来
る
の
だ
っ

た
。
⑪
こ
の
よ
う
な
月
を
見
て
の
こ
と
だ
ろ

う
か
、
昔
、
阿
倍
の
仲
麻
呂
と
い
っ
た
人
は
、

唐
土
へ
渡
っ
て
、（
日
本
に
）
帰
っ
て
来

（
よ
う
と
し
）
た
時
に
、
船
に
乗
る
は
ず
の

所
で
、
あ
ち
ら
の
国
の
人
が
、
送
別
会
を
し

て
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
、
あ
ち
ら
の
漢
詩
を

作
り
な
ど
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（
表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
巻
末
参
照
。）

c_05_02_01_abenaka_kyozai

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
古文編　単元 5　「阿倍仲麻呂」　教材の詳細● 2



　
⑫
（
そ
れ
で
も
な
ご
り
が
尽
き
ず
）
満
足

で
き
な
い
（
よ
う
に
思
っ
た
）
の
だ
ろ
う
か
、

二
十
日
の
夜
の
月
が
出
る
ま
で
（
そ
こ
に
と

ど
ま
っ
て
）
い
た
の
だ
そ
う
だ
。

惜を

し
み

マ
四
・
用

 

て
、

接
助
・
単
接  

か
し
こ

代

 

の格助
・
体
修  

漢か
ら

詩う
た

作つ
く

り 

な
ど

副
助
・
例
示  

しサ変
・
用  

け
る
。

過
・
体（
結
）  

⑫
飽あ

か
カ
四
・
未  

ず打・
用  

や係助
・
疑
問（
係
）  

あ
り

補
動
・
ラ
変
・
用  

け
む
、

過
推
・
体（
結
）  

二は

十つ

日か 

の格助
・
体
修  

夜よ 

の格助
・
体
修  

月つ
き 

出い

づ
る

ダ
下
二
・
体  

ま
で

格
助
・
範
囲  

ぞ係助
・
強
調（
係
）  
あ
り

ラ
変
・
用  

け
る
。

過
・
体（
結
）  

⑬
そ代  

の格助
・
体
修  

月つ
き 

は係助
・
区
別  

海う
み 

よ
り

格
助
・
起
点  

ぞ係助
・
強
調（
係
）  

出い

で
ダ
下
二
・
用  

け
る
。

過
・
体（
結
）  

⑭
こ
れ

代

 
を格助

・
対
象  

見みマ
上
一
・
用  

て接助
・
単
接  

ぞ
、

係
助
・
強
調（
係
）  

仲な
か

麻ま

呂ろ 

の格助
・
体
修  

主ぬ
し

、 

「
我わ代  

が格助
・
体
修  

国く
に 

に
、

格
助
・
場
所  
か
か
る

連
 

歌う
た 

を格助
・
対
象  

な
む
、

係
助
・
強
調（
係
）  

神か
み

代よ 

よ
り

格
助
・
起
点  

神か
み 

も係助
・
同
趣  

詠よ

ん
マ
四
・
用（
撥
音
）  

給た

び
、

補
動
・
バ
四
・
用（
尊
）仲
麻
呂
→
神  
今い
ま 

は係助
・
区
別  

上か
み 

中な
か 

下し
も 

の格助
・
体
修  

人ひ
と 

も
、

係
助
・
同
趣  

か
う
や
う
に

形
動
ナ
リ
・
用

 

別わ
か

れ 

惜を

し
み
、

マ
四
・
用

 

喜よ
ろ
こび 
も係助

・
列
挙  

あ
り
、

ラ
変
・
用  

悲か
な

し
び 

も係助
・
列
挙  

あ
る

ラ
変
・
体  

と
き 

に格助
・
時
間  

は係助
・
区
別　

詠よ

む
。」

マ
四
・
体
・（
結
）　

と
て
、

格
助
・
引
用　

詠よ

め
マ
四
・
已　

り完・
用　

け
る

過
・
体（
流
れ
）　

歌う
た

、
�

青あ
を

海う
な

原ば
ら 

振ふ

り
さ
け
見み

れ

マ
上
一
・
已

 

ば接助
・
確
偶  

春か
す
が日 

な
る

在
・
体  
三み

笠か
さ

の
山や
ま 

に格助
・
場
所  

出い

で
ダ
下
二
・
用  

し過・
体  

月つ
き　

か
も

終
助
・
詠
嘆

と格助
・
引
用  

ぞ係助
・
強
調（
係
）  

詠よ

め
マ
四
・
已  

り完・
用  

け
る
。

過
・
体（
結
）  

⑮
か代  

の格助
・
体
修  

国く
に

人ひ
と

、 
聞き

き
知し

る

ラ
四
・
終

 

ま
じ
く

打
推
・
用

 

思お
も

ほ
え

ヤ
下
二
・
用  

た
れ

完
・
已  

ど
も
、

接
助
・
逆
確  

言こ
と 

の格助
・
体
修  

心こ
こ
ろ 

を
、

格
助
・
対
象  

男を
と
こ文も

字じ 

に格助
・
手
段  
さ
ま 

を格助
・
対
象  

　
⑭
こ
れ
を
見
て
、
仲
麻
呂
殿
は
、「
私
の

国
で
は
こ
の
よ
う
な
歌
を
、
神
代
か
ら
神
様

も
お
詠
み
に
な
り
、
今
で
は
（
身
分
の
）
上

中
下
の
（
ど
ん
な
）
人
で
も
、
こ
の
よ
う
に

別
れ
を
惜
し
ん
だ
り
、
喜
び
事
が
あ
っ
た
り
、

悲
し
み
が
あ
っ
た
り
す
る
時
に
は
詠
む
の

だ
」
と
い
っ
て
、
詠
ん
だ
と
い
う
歌
は
、

　
　

青�

海
原
…
…
（
青
々
と
し
た
大
海
原
の

は
る
か
か
な
た
の
空
を
見
渡
す
と
、

｟
ち
ょ
う
ど
今
上
っ
て
き
た
あ
の
月

は
｠
春
日
に
あ
る
三
笠
山
の
上
に
出

た
月
｟
と
同
じ
月
｠
な
の
だ
な
あ
）

と
詠
ん
だ
の
だ
そ
う
だ
。

　

⑮
あ
ち
ら
の
国
の
人
は
、（
こ
の
歌
を
）

聞
い
て
も
（
言
葉
が
違
う
の
で
）
分
か
る
ま

い
と
思
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
歌
の
意
味
を
、

漢
字
で
概
略
を
書
き
出
し
て
、
こ
ち
ら
（
日

　
⑬
そ
の
月
は
（
や
は
り
）
海
か
ら
出
た
と

い
う
。
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本
）
の
言
葉
を
習
得
し
て
い
る
人
に
話
し
て

聞
か
せ
た
と
こ
ろ
、
意
味
を
理
解
（
す
る
こ

と
が
）
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
、
ま
っ
た
く
意

外
な
ほ
ど
（
感
心
し
て
）
誉
め
た
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
⑯
唐
土
と
こ
の
（
我
が
）
国
と

は
、
言
葉
は
違
う
も
の
な
の
だ
が
、
月
の
光

は
同
じ
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
人
の
感
情
も

同
じ
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑰
さ
て
、
今
、
当
時
を
想
像
し
て
、
あ
る

人
が
詠
ん
だ
歌
、

　
　

都
に
て
…
…
（
都
で
山
の
端
に
見
た
月

で
あ
る
が
、｟
海
上
の
今
は
｠
波
か

ら
出
て
ま
た
波
に
入
っ
て
ゆ
く
こ
と

よ
）

書か

き
出い

だ
し

サ
四
・
用

て
、

接
助
・
単
接

こ
こ

代

の格助
・
体
修

言こ
と

葉ば

伝つ
た

へ
ハ
下
二
・
用

た
る

完
・
体

人ひ
と

に格助
・
対
象

言い

ひ
知し

ら
せ

サ
下
二
・
用

け
れ

過
・
已

ば
、

接
助
・
順
偶

心こ
こ
ろ

を格助
・
対
象

や係助
・
疑
問（
係
）

聞き

き
得え

ア
下
二
・
用

た
り

完
・
用

け
む
、

過
推
・
体（
結
）

い
と

副

思お
も

ひ
の
ほ
か
に

形
動
ナ
リ
・
用

な
む

係
助
・
強
調（
係
）

賞め

で
ダ
下
二
・
用

け
る
。

過
・
体（
結
）

⑯
唐も
ろ

土こ
し

と格助
・
比
基

こ代

の格助
・
体
修

国く
に

と格助
・
比
基

は
、

係
助
・
区
別

言こ
と

異こ
と

な
る

形
動
ナ
リ
・
体

も
の

な
れ

断
・
已

ど
、

接
助
・
逆
確

月つ
き

の格助
・
体
修

影か
げ

は係助
・
区
別

同お
な

じ
形
シ
ク
・
終

こ
と

な
る

断
・
体

べ
け
れ

当
・
已

ば
、

接
助
・
順
理

人ひ
と

の格助
・
体
修

心こ
こ
ろ

も係助
・
同
趣

同お
な

じ
形
シ
ク
・
体

こ
と

に断・
用

や係助
・
疑
問（
係
）

あ
ら

補
動
・
ラ
変
・
未　

む
。

推
・
体（
結
）

⑰
さ
て
、

接

今い
ま

、
そ
の
か
み

を格助
・
対
象

思お
も

ひ
や
り

ラ
四
・
用

て
、

接
助
・
単
接

あ
る

連

人ひ
と

の格助
・
主
格

詠よ

め
マ
四
・
已

る完・
体

歌う
た

、
都み

や
こ

に
て

格
助
・
場
所

山や
ま

の
端は

に格助
・
場
所

見マ上
一
・
用

し過・
体

月つ
き

な
れ

断
・
已

ど接助
・
逆
確

波な
み

よ
り

格
助
・
起
点

出い

で
ダ
下
二
・
用　

て接助
・
単
接

波な
み　

に格助
・
帰
着　

こ
そ

係
助
・
強
意（
係
）

入い

れ
ラ
四
・
已（
結
）
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❶��「
古
今
和
歌
集
」
の
本
文
に
当
た
ら
せ
る
。

　
【
評
価
】
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

❶��

区
切
り
を
意
識
し
、
聞
き
手
に
わ
か
り
や
す
い
音
読
を
心
掛
け
さ
せ
る
。

　
【
評
価
】「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や

構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
音
読

に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❷��

係
り
結
び
に
留
意
す
る
。
ま
た
、「
べ
し
」
や
「
け
む
」
な
ど
の
助
動
詞

を
文
脈
に
即
し
て
解
釈
さ
せ
る
。

　
【
評
価
】
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら

の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し

て
い
る
か
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

　

・
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
文
語
の

き
ま
り
や
、
古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❸��

現
代
語
訳
は
逐
語
訳
を
基
本
に
正
確
な
理
解
を
徹
底
さ
せ
た
い
。
あ
い
ま

い
で
感
覚
的
な
訳
を
し
て
い
て
は
正
確
な
読
解
力
は
身
に
つ
か
な
い
。
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学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

導
入

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�「
阿
倍
仲
麻
呂
」
に
つ
い
て
調
べ
て
き
た
こ
と
を
発
表
す
る
。
知
技
⑴

ア
学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�「
阿
倍
仲
麻
呂
」
を
音
読
す
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

❷�

重
要
古
語
の
意
味
・
用
法
を
確
認
す
る
。
知
技
⑴
ウ
・
⑵
ウ

�

→
「
言
葉
と
表
現
」
1

❸�

現
代
語
訳
し
、
内
容
を
確
認
す
る
。
知
技
⑴
エ　
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

❹�

作
者
が
阿
倍
仲
麻
呂
を
想
起
し
た
理
由
を
考
え
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
イ

�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
・
2

❺�

阿
倍
仲
麻
呂
の
故
事
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
知
技
⑵
ア　
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
3

❻�「
都
に
て
」
の
和
歌
に
込
め
ら
れ
た
心
情
を
読
み
味
わ
う
。
思
判
表
Ｂ

⑴
エ

展
開



❹��「
月
」
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
「
月
」
か
を
、
前
後
の
状

況
と
合
わ
せ
て
考
え
さ
せ
る
。

　
【
評
価
】
作
者
が
阿
倍
仲
麻
呂
を
想
起
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
作
品
や
文

章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解

釈
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

❺��

阿
倍
仲
麻
呂
が
置
か
れ
た
状
況
、
唐
人
と
の
交
流
な
ど
を
本
文
に
即
し
て

ま
と
め
さ
せ
る
。

　
【
評
価
】
我
が
国
の
言
語
文
化
の
特
質
や
我
が
国
の
文
化
と
外
国
の
文
化

と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　

・
阿
倍
仲
麻
呂
の
故
事
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❻��

二
首
の
歌
に
込
め
ら
れ
た
心
情
を
比
べ
な
が
ら
考
え
さ
せ
る
。
描
か
れ
た

景
物
と
の
関
わ
り
に
も
留
意
す
る
。

　
【
評
価
】
二
首
の
和
歌
に
込
め
ら
れ
た
心
情
に
つ
い
て
、
作
品
や
文
章
の

成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を

深
め
て
い
る
か
、
意
見
交
換
を
さ
せ
、
発
表
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❶��

共
通
の
心
情
を
詠
む
歌
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
生
じ
て
い
る
か
、
考
え
さ
せ
る
。
和
歌
が
周
囲
の
人
々
へ
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
に
も
留
意
す
る
。

　
【
評
価
】
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
表
現
の
技
法
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　

・
時
間
の
経
過
に
よ
る
文
字
や
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
古

典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、

確
認
す
る
。

　

・
歴
史
的
な
文
体
の
変
化
に
つ
い
て
、
日
記
文
学
が
、
日
記
文
学
が
単
な

る
事
実
の
記
録
に
と
ど
ま
ら
ず
、
作
者
の
思
想
や
人
々
の
心
情
を
掘
り
下

げ
る
こ
と
の
で
き
る
文
学
形
態
で
あ
る
こ
と
に
理
解
を
深
め
て
い
る
か
、

確
認
す
る
。

　

・
進
ん
で
日
記
文
学
の
特
徴
や
成
立
の
背
景
や
助
動
詞
「
べ
し
」
の
意
味

と
用
法
を
理
解
し
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
、「
青
海
原
」「
都
に
て
」
の
歌

に
込
め
ら
れ
た
心
情
を
考
え
、
作
者
が
「
青
海
原
」
の
歌
を
引
用
し
た
理

由
を
話
し
合
お
う
と
し
て
い
る
か
、
分
析
す
る
。
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ま
と
め
と
発
展

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�「
土
佐
日
記
」
に
お
け
る
和
歌
の
役
割
を
考
え
る
。
知
技
⑴
オ
・
⑵
エ
オ　

主
態�
→
「
言
語
活
動
」
１



語
句
の
研
究

●
七
七
ペ
ー
ジ

2
十
九
日　

承
平
五
（
九
三
五

）
年
正
月
十
九
日
。

2
日
悪
し
け
れ
ば　

天
気
が
悪
い
の
で
。
前
日
の
記

事
に
「
海
荒
け
れ
ば
、
船
出
だ
さ
ず
」
と
あ
る
の

に
対
応
。

3
心
も
と
な
け
れ
ば　

不
安
な
の
で
。

4
指
も
損
な
は
れ
ぬ
べ
し　

指
折
り
数
え
る
日
が
多

す
ぎ
て
、
指
も
痛
め
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
諧

謔
的
な
表
現
。

5
い
と
わ
び
し　

実
に
辛
い
。

5
寝
も
寝
ず　

眠
れ
も
し
な
い
。
名
詞
「
寝い

」
を
係

助
詞
「
も
」
が
受
け
る
形
。

6
二
十
日
の
夜
の
月
出
で
に
け
り　

月
齢
二
十
日
の

月
は
、
だ
い
た
い
夜
の
十
時
を
過
ぎ
て
出
る
。
十

五
夜
の
月
は
日
没
と
と
も
に
出
、
十
六
夜
の
月
は

「
い
ざ
よ
ひ
」、
十
七
日
の
月
は
「
立
ち
待
ち
」、

十
八
日
の
月
は
「
居
待
ち
」、
十
九
日
の
月
は

「
寝
待
ち
」
と
い
う
よ
う
に
、
月
の
出
の
時
刻
は

だ
ん
だ
ん
遅
れ
、
二
十
日
以
後
の
月
は
深
夜
以
降

に
出
る
。
こ
の
時
期
は
「
宵
闇
」
と
な
る
。
ま
た
、

夜
明
け
後
も
西
や
南
の
空
に
残
る
の
で
、
こ
れ
を

「
有
明
の
月
」
と
も
言
う
。「
に
」
は
完
了
の
助
動

詞
「
ぬ
」
の
連
用
形
。「
け
り
」
は
こ
の
場
合
は

詠
嘆
。

6
山
の
端
も
な
く
て
、
海
の
中
よ
り
ぞ
出
で
来
る　

教
科
書
で
は
省
略
し
た
が
、
あ
と
に
「
都
に
て
山

の
端
に
見
し
月
な
れ
ど
波
よ
り
出
で
て
波
に
こ
そ

入
れ
」
の
歌
が
あ
り
、「
山
の
端
」
と
わ
ざ
わ
ざ

断
っ
て
い
る
の
は
、
山
に
囲
ま
れ
た
京
に
生
い
育

ち
、
京
を
生
活
の
本
拠
と
し
て
来
た
作
者
の
自
然

の
感
情
で
あ
ろ
う
。
海
の
中
か
ら
出
る
月
に
一
種

新
鮮
な
感
興
を
覚
え
て
「
海
の
中
よ
り
ぞ
出
で
来

る
」
と
強
い
感
動
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一

月
八
日
の
記
事
に
も
「
今
夜
月
は
海
に
ぞ
入
る
」

と
あ
る
。「
山
の
端
」
は
山
の
上
部
の
空
に
接
す

る
部
分
。
な
お
、
二
十
日
の
停
泊
地
を
室
津
と
す

る
と
、
半
島
の
西
側
に
当
た
り
、
海
か
ら
月
が
出

る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。
貫
之
の
脚
色
か
、
あ

る
い
は
停
泊
地
に
変
更
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。

7
か
う
や
う
な
る　

後
に
「
月
」
が
省
略
さ
れ
て
い

る
。「
か
う
や
う
」
は
「
か
く
や
う
」
の
ウ
音
便
。

7
見
て
や　
「
や
」
は
疑
問
の
意
を
あ
ら
わ
す
係
助

詞
。
こ
の
結
び
は
推
量
の
助
動
詞
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。「
や
」
の
結
び
は
、
あ
と
の
「
漢
詩
作
り

な
ど
し
け
る
」
の
「
け
る
」
で
あ
る
。
結
び
は

「
け
む
」
と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
け

り
」
は
「
伝
聞
」
に
基
づ
く
過
去
を
回
想
す
る
助

発
問
例

●
七
七
ペ
ー
ジ

「
日
悪
し
け
れ
ば
」（
2
行
目
）
と
は
ど
の
よ
う
な

状
態
か
。

船
が
出
航
で
き
な
い
よ
う
な
天
候
の
悪
さ
。

風
向
き
が
悪
い
な
ど
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
説

に
は
吉
凶
の
こ
と
だ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

二
十
日
の
月
は
何
時
頃
出
る
か
。

夜
十
時
過
ぎ
。

月
の
出
は
、
多
少
の
ず
れ
は
あ
る
が
、
十
五
夜
が

夜
六
時
頃
、
そ
れ
か
ら
一
日
に
五
十
分
ぐ
ら
い
ず

つ
遅
く
な
っ
て
ゆ
く
。

「
指
も
損
な
は
れ
ぬ
べ
し
」（
4
行
目
）
と
あ
る
が
、

な
ぜ
か
。

大
き
い
数
を
数
え
る
た
め
に
、
何
回
も
指
を
使
う

か
ら
。

「
見
て
や
」（
７
行
目
）
の
「
や
」
の
結
び
に
つ
い

て
説
明
せ
よ
。

「
漢
詩
作
り
な
ど
し
け
る
。」
の
「
け
る
」
が
、
結

び
に
な
っ
て
い
る
。

係
助
詞
と
結
び
と
の
間
が
離
れ
て
い
る
の
で
、
注

意
さ
せ
る
。

「
か
の
国
人
」（
8
行
目
）
と
あ
る
が
、
ど
こ
の
国

の
人
か
。

唐
土
。

「
か
し
こ
の
漢
詩
」（
同
・
９
）、「
唐
土
と
こ
の

問答補問答補問答問答補問答補
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動
詞
で
「
…
と
か
い
う
こ
と
だ
」
の
意
を
表
す
の

で
、
疑
問
の
係
助
詞
を
う
け
て
も
不
自
然
に
感
ぜ

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
や
」
を
感
動
の

意
を
あ
ら
わ
す
間
投
助
詞
と
み
る
説
も
あ
る
。

7
阿
倍
仲
麻
呂　

文も
ん

武む

天て
ん

皇の
う

二
（
六九八）
年
～
宝ほ

う

亀き

元
（
七七〇）
年
。
中
務
大
輔
船
守
の
子
。
十
六
歳

の
と
き
遣
唐
留
学
生
と
し
て
渡
唐
、
玄
宗
皇
帝
に

仕
え
て
名
を
朝ち
ょ

衡う
こ
うと
改
め
た
。
天

て
ん
ぴ

平ょ
う

勝し
ょ
う

宝ほ
う

年
間
、

遣
唐
使
藤ふ
じ

原わ
ら

清の
き

河よ
か
わに

従
っ
て
帰
国
し
よ
う
と
し
た

が
、
風
波
の
た
め
に
果
た
さ
ず
、
再
び
唐
に
も
ど

っ
た
。
の
ち
粛し
ゅ

宗く
そ
うに

仕
え
、
宝
亀
元
年
か
の
地
で

没
し
た
。
七
十
三
歳
と
い
う
。「
言
ひ
け
る
人
」

の
「
け
る
」
は
伝
聞
に
基
づ
く
過
去
の
助
動
詞

「
け
り
」
の
連
体
形
で
、「
…
と
か
い
っ
た
」「
…

だ
そ
う
だ
」
の
意
。
仲
麻
呂
の
話
は
人
づ
て
に
聞

い
た
昔
話
で
あ
る
と
い
う
気
持
ち
を
表
現
す
る
。

7
帰
り
来
け
る
時　

実
際
に
は
仲
麻
呂
は
途
中
で
暴

風
に
遭
い
安
南
に
漂
着
、
唐
に
も
ど
っ
て
住
み
つ

く
こ
と
に
な
る
。

8
馬
の
は
な
む
け　
「
門
出
」
語
句
の
研
究
参
照
。

9
飽
か
ず
や
あ
り
け
む　

名
残
が
つ
き
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。「
飽
か
ず
」
は
「
満
足
し
な
い
」「
物

足
り
な
い
」
の
意
。「
け
む
」
は
過
去
推
量
の
助

動
詞
。
上
の
「
や
」
を
受
け
て
連
体
形
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
部
分
は
挿
入
句
的
に
独
立
し
て
い
る
。

10
こ
れ
を
見
て
ぞ　

係
助
詞
「
ぞ
」
は
下
の
「
と
て
、

詠
め
り
け
る
歌
」
の
「
け
る
」
に
か
か
る
が
、

「
け
る
」
が
連
体
形
な
の
は
直
接
下
の
「
歌
」
に

接
続
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
文
が
終
止
し

な
い
た
め
、
結
び
は
流
れ
た
。

10
仲
麻
呂
の
主　
「
主
」
は
人
名
の
下
に
添
え
て
敬

意
を
表
す
語
。
一
月
八
日
の
記
事
に
、「
業
平
の

君
」
と
あ
る
の
で
、「
主
」
は
「
君
」
よ
り
も
敬

意
は
軽
く
、
中
流
階
級
出
身
の
人
に
用
い
た
ら
し

い
。

11
詠
ん
給
び　
「
詠
み
給
び
」
の
撥
音
便
。「
給
ぶ
」

は
バ
行
四
段
活
用
の
尊
敬
の
補
助
動
詞
、
意
味
は

「
給
ふ
」
に
同
じ
。

14
青
海
原
…
…　
「
古
今
和
歌
集
」
巻
九
羇
旅
に
は

初
句
「
あ
ま
の
原
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
貫
之
が

こ
こ
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
改
作
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
古
今
集
左
注
に
「
こ
の
歌
は
、
昔む
か
し、

仲な
か

麿ま
ろ

を
唐も

ろ

土こ
し

に
、
物も

の

習な
ら

は
し
に
遣つ

か

は
し
た
り
け
る
に
、

数あ
ま
た多

の
年
を
経へ

て
、
え
帰か

へ

り
ま
う
で
来こ

ざ
り
け
る

を
、
こ
の
国く
に

よ
り
又
使つ

か
ひま
か
り
至い

た

り
け
る
に
た
ぐ

ひ
て
、
ま
う
で
来き

な
む
と
て
、
出い

で
立た

ち
け
る
に
、

明め
い

州し
う

と
言い

ふ
所と

こ
ろ

の
海う

み

辺べ

に
て
、
か
の
国く

に

の
人
、

餞む
ま
の
は
な
む
け別
し
け
り
。
夜よ

る

に
成な

り
て
、
月
の
い
と
面お

も

白し
ろ

く
さ
し
出い

で
た
り
け
る
を
見
て
、
よ
め
る
と
な

む
語か
た

り
伝つ

た

ふ
る
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
の

国
」（
Ｐ
七
八
・
３
）
な
ど
の
表
現
に
注
意
さ
せ

る
。

◉
「
か
し
こ
」（
9
行
目
）
と
は
、
ど
こ
の
こ
と

か
。

唐
土
。

「
漢
詩
」（
９
行
目
）
に
対
す
る
も
の
は
何
か
。

和
歌
。

大
和
歌
の
意
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
初
め
、
外
国

詩
で
あ
る
漢
詩
流
行
に
よ
っ
て
日
本
古
来
の
歌
と

区
別
す
る
必
要
が
生
じ
て
か
ら
の
称
で
あ
る
。

「
そ
の
月
」（
10
行
目
）
と
は
何
を
指
す
か
。

仲
麻
呂
の
見
た
月
。

貫
之
も
同
じ
海
に
出
る
二
十
日
の
月
を
見
て
い
る

の
で
、
注
意
深
く
読
ん
で
い
く
よ
う
に
さ
せ
る
。

「
こ
れ
を
見
て
ぞ
」（
10
行
目
）
の
「
ぞ
」
の
結
び

に
つ
い
て
説
明
せ
よ
。

本
来
「
詠
め
り
け
る
歌
」
の
「
け
る
」
に
か
か
っ

て
結
ぶ
と
こ
ろ
、
文
が
続
い
て
い
っ
た
の
で
結
び

が
流
れ
た
。

「
結
び
の
消
滅
」「
結
び
の
解
消
」
と
も
い
う
。

「
か
か
る
歌
」（
11
行
目
）
と
は
ど
の
よ
う
な
歌
か
。

和
歌
。

直
前
の
「
我
が
国
」
は
勿
論
日
本
の
こ
と
で
あ
る
。

●
七
八
ペ
ー
ジ

「
言
の
心
を
、
男
文
字
に
さ
ま
を
書
き
出
だ
し
」

（
１
～
２
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
と
い

う
の
か
。

問答問答補問答補問答補問答補問
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「
馬
の
は
な
む
け
」
が
二
十
日
に
行
わ
れ
た
と
い

う
確
証
は
な
い
。「
振
り
放
け
見
れ
ば
」
は
「
ず

っ
と
遠
く
見
わ
た
す
と
」。「
振
り
放
く
」
の
連
用

形
に
「
見
る
」
が
付
い
た
も
の
。「
ふ
り
む
い
て

遠
く
を
見
る
」。「
三
笠
な
る
」
の
「
な
る
」
は
存

在
を
表
す
断
定
の
助
動
詞
で
、
こ
の
場
合
、
連
体

形
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。「
三
笠
の
山
」
は
奈
良

市
奈
良
公
園
の
東
に
あ
る
山
。
御
蓋
山
と
も
書
き
、

春
日
山
と
も
い
う
。
契け
い

沖ち
ゆ
うの

「
古こ

今き
ん

余よ
ざ

材い
し

抄よ
う

」
に

よ
れ
ば
、
遣
唐
使
は
こ
の
山
で
塞
の
神
を
祭
っ
た

と
い
う
。「
か
も
」
は
詠
嘆
の
意
を
あ
ら
わ
す
終

助
詞
。

14
春
日　

現
在
の
奈
良
県
奈
良
市
街
東
方
の
丘
陵
地

を
指
す
。
三
笠
山
（
御
蓋
山
）
も
こ
れ
に
含
ま
れ

る
。

●
七
八
ペ
ー
ジ

1
聞
き
知
る
ま
じ
く
思
ほ
え
た
れ
ど
も　
「（
日
本
語

な
の
で
）
理
解
で
き
ま
い
と
思
え
た
け
れ
ど
も
。」

「
聞
き
知
る
」
は
複
合
動
詞
。「
聞
い
て
理
解
す

る
」「
聞
い
て
悟
る
」「
聞
き
わ
け
る
」
の
意
。

「
ま
じ
く
」
は
打
消
の
推
量
を
表
す
助
動
詞
「
ま

じ
」
の
連
用
形
。「
思
ほ
え
」
は
「
思
ふ
」
に
上

代
の
自
発
の
助
動
詞
「
ゆ
」
が
つ
い
て
一
語
と
な

っ
た
も
の
。「
思
は
ゆ
」
→
「
思
ほ
ゆ
」
→
「
覚

ゆ
」
と
変
化
し
た
。

1
言
の
心　

歌
の
意
味
。「
言
」
は
こ
こ
で
は
「
歌
」

の
意
。

1
男
文
字　

男
手
。
漢
字
の
こ
と
。
平
仮
名
を
女
手

と
い
う
の
に
対
す
る
言
い
方
。

2
さ
ま　

よ
う
す
。
外
形
的
な
状
態
を
い
う
語
。
こ

こ
で
は
「
心
」
が
歌
の
内
部
的
な
意
味
や
気
持
ち

を
い
う
の
に
対
し
て
、「
さ
ま
」
は
歌
の
大
体
の

筋
、
趣
を
い
う
。「
男
文
字
に
さ
ま
を
書
き
出
だ

し
て
」
は
和
歌
の
意
味
の
概
略
を
漢
詩
か
漢
文
か

に
翻
案
し
書
き
示
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

4
月
の
影　

月
の
光
。

4
人
の
心
も
同
じ
こ
と
に
や
あ
ら
む　
「（
そ
れ
に
対

し
て
動
く
）
人
の
気
持
ち
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
の

だ
ろ
う
か
」。「
同
じ
」
は
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
連

体
形
。
こ
の
形
容
詞
に
限
っ
て
、
連
体
形
が
「
同

じ
」「
同
じ
き
」
と
両
様
に
用
い
ら
れ
る
。「
に
」

は
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形
。「
や
」

は
疑
問
の
係
助
詞
。
ま
た
「
あ
り
け
む
」
と
い
わ

な
い
で
「
あ
ら
む
」
と
し
た
の
は
、
単
に
仲
麻
呂

の
故
事
を
回
想
す
る
気
持
ち
だ
け
で
な
く
、
そ
こ

か
ら
離
れ
て
、
作
者
自
身
の
感
想
を
一
般
的
に
述

べ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。「
あ
ら
」
は
、
補
助
動
詞

と
し
て
の
用
法
。

5
そ
の
か
み　

当
時
。
仲
麻
呂
が
歌
を
詠
ん
だ
当
時
。

5
思
ひ
や
り
て　

想
像
し
て
。

歌
の
意
味
を
漢
字
で
書
い
て
、
の
意
。

「
男
文
字
」
は
漢
字
の
こ
と
で
、
平
仮
名
を
「
女

手
」
と
い
う
の
に
対
し
て
い
る
。
平
仮
名
は
平
安

期
に
な
っ
て
女
性
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て

き
た
の
で
こ
う
呼
ぶ
。
男
性
は
も
っ
ぱ
ら
漢
字
を

使
用
し
て
い
た
の
で
、
貫
之
が
平
仮
名
で
「
土
佐

日
記
」
を
書
い
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
と
さ
れ
る
。

な
お
、
仲
麻
呂
の
時
代
は
「
女
手
」
は
ま
だ
作
ら

れ
て
い
な
い
。

◉
「
こ
こ
の
言
葉
」（
２
行
目
）
と
あ
る
が
、
ど

こ
の
言
葉
か
。

日
本
の
言
葉
。

「
こ
こ
の
言
葉
伝
へ
た
る
人
」
の
「
こ
こ
」
は
、

『
土
佐
日
記
』
の
作
者
の
立
場
か
ら
見
て
の
「
こ

こ
」
で
あ
り
、
日
本
語
を
習
い
覚
え
て
い
て
現
地

の
人

に
伝
達
す
る
人
の
意
だ
が
、
通
訳
と
考
え
て
良
い
。

た
だ
し
、
仲
麻
呂
は
そ
の
時
点
で
三
十
数
年
現
地

に
い
た
の
で
、
通
訳
の
必
要
は
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
貫
之
の
脚
色
と
考
え
る
。

◉
「
賞
で
け
る
」（
３
行
目
）
の
主
語
は
誰
か
。

か
の
国
人
。

こ
の
直
前
の
「
心
を
や
聞
き
得
た
り
け
む
」
も
同

じ
。

「
言
異
な
る
」（
3
行
目
）
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
。

使
う
言
葉
が
中
国
語
と
日
本
語
と
で
違
う
と
い
う

答補問答補問答補問答
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こ
と
。

「
月
の
影
」（
4
行
目
）
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

月
の
光
。

こ
こ
で
は
「
月
」
そ
の
も
の
と
取
っ
て
も
よ
い
。

「
月
」
と
「
人
の
心
」
と
を
対
応
さ
せ
て
い
る
。

「
人
の
心
」（
4
行
目
）
と
は
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ

う
な
「
心
」
か
。

故
郷
を
懐
か
し
む
心
。

中
国
で
は
「
月
」
を
見
て
故
郷
を
思
う
こ
と
が
し

ば
し
ば
漢
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

「
あ
る
人
」（
5
行
目
）
と
は
誰
か
。

作
者
（
紀
貫
之
）。

女
性
仮
託
に
伴
う
第
三
者
的
表
現
で
あ
る
。

問答補問答補問答補
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鑑
賞

　

阿
倍
仲
麻
呂
（
六九八年
～
七七〇年
）
は
、
今
で
も
日
本
人
に
な
じ
み
の
深
い
、

人
気
の
歌
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
歌
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
が
、
や
は

り
そ
の
劇
的
な
生
涯
が
人
々
の
心
を
と
ら
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

遠
い
異
国
の
地
に
と
ど
ま
り
、
ふ
る
さ
と
を
夢
見
つ
つ
帰
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
、
そ
れ
は
一
つ
の
文
学
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
人
々
を
と
ら
え
た
。

「
平
家
物
語
」
の
俊
寛
僧
都
の
よ
う
に
、
足
摺
を
し
て
叫
び
つ
つ
も
、
つ
い

に
帰
国
は
か
な
わ
な
か
っ
た
例
も
あ
る
。

　

仲
麻
呂
の
歌
は
「
古
今
和
歌
集
」
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
、「
あ
ま
の
原
ふ

り
さ
け
見
れ
ば
春か
す
が日

な
る
三み

笠か
さ

の
山
に
い
で
し
月
か
も
」
が
原
型
で
あ
る
。

「
新
撰
和
歌
」、「
百
人
一
首
」
に
も
こ
の
形
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

仲
麻
呂
が
遣
唐
使
と
し
て
唐
土
に
渡
っ
た
の
が
養
老
元
（
七一七）
年
、
唐

朝
の
官
吏
と
し
て
か
の
地
に
と
ど
ま
る
こ
と
三
十
数
年
を
経
て
、
同
じ
く
遣

唐
使
の
藤ふ
じ

原わ
ら

清の
き

河よ
か
わ・

吉き

備び
の

真ま

備き
び

ら
の
一
行
と
帰
国
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
天

て
ん
ぴ

平ょ
う

勝し
ょ
う

宝ほ
う

五
（
七五三）
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
首
は
そ
の
と
き
の
歌
と
考
え
ら

れ
る
。
仲
麻
呂
は
こ
の
後
故
国
に
向
け
て
出
発
す
る
が
、
清
河
、
仲
麻
呂
の

乗
っ
た
船
は
難
破
し
、
大
陸
に
押
し
戻
さ
れ
て
し
ま
う
。
他
の
船
は
薩
摩
に

上
陸
す
る
が
、
そ
れ
に
は
後
に
日
本
に
帰
化
す
る
鑑
真
（
六八八年
～
七六三年
）

が
乗
っ
て
い
た
。
仲
麻
呂
は
、
結
局
帰
国
を
断
念
し
、
異
国
の
土
に
化
し
た

の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
こ
の
歌
は
、
難
破
の
後
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

か
ら
、
帰
国
の
期
待
、
喜
び
の
中
で
詠
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
唐

土
に
三
十
五
年
も
い
た
後
で
あ
る
か
ら
、
望
郷
の
歌
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
歌
が
実
際
ど
こ
で
作
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
我
が
国
に
伝
え
ら
れ

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
仲
麻
呂
の
作
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
は
す
で
に
平

安
初
期
の
こ
と
ら
し
く
、
当
然
、
貫
之
は
自
ら
撰
に
携
わ
っ
た
「
古
今
和
歌

集
」
に
仲
麻
呂
の
作
と
し
て
と
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

仲
麻
呂
の
悲
劇
か
ら
百
五
十
年
経
た
紀
貫
之
の
時
代
に
も
、
仲
麻
呂
は
常

に
人
々
に
思
い
出
さ
れ
て
い
た
。「
土
佐
日
記
」
の
旅
の
途
次
、
月
を
見
て
、

貫
之
は
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
土
佐
出
発

以
来
す
で
に
一
ヶ
月
近
く
過
ぎ
た
長
い
船
旅
で
、
一
月
二
十
日
の
時
点
で
は

も
う
十
日
も
同
じ
所
に
足
止
め
さ
れ
た
後
で
あ
る
か
ら
な
か
な
か
都
に
た
ど

り
着
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
い
っ
そ
う
こ
の
歌
を
思
い
出
さ
せ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
貫
之
は
、
文
芸
作
品
と
し
て
、
こ
の
歌
や
仲
麻
呂
の
説
話
・
歌

に
改
変
を
加
え
る
な
ど
、
脚
色
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
態
度
は
、「
土
佐
日

記
」
全
編
を
貫
く
精
神
で
も
あ
っ
た
。
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